
高レベル放射性廃棄物の地層処分を考える

ー寿都町と北欧の比較、および第四紀火山の新知見ー
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岡村 聡（北海道教育大学名誉教授）

寿都町主催シンポジウム/202４.11.15

原発から出る放射性廃棄物の地層処分地選定をめぐって、2020年秋から始まっ

た寿都町と神恵内村の文献調査は、本年2月13日に文献調査報告書（案）として開

示され、8月1日、経産省の機関（特定放射性廃棄物小委員会＆地層処分技術WG）

の審議が終了し、年末頃には公表される見込みのようです。

私たちは、地学専門家300余名による地層処分反対の全国声明（2023年10月

30日）を発信し、上記の技術WG会合に参考人出席し、その趣旨説明とともに、寿

都町と神恵内村の文献調査報告書（案）の問題点について意見表明しました。

今回は、①声明において主張した日本と北欧の地質的な違いを解説し、さらには、

②それぞれの地層処分の評価基準について比較します。また、③第四紀火山の可能

性がある磯谷溶岩の調査結果を報告します。



世界最⼤級の変動帯の⽇本に、地層処分の適地はない

ー現在の地層処分計画を中⽌し、開かれた検討機関の設置をー

• ガラス固化体は、製造当初は⼈が1m離れた場所に数10秒いるだけで死にいたる強

い放射線を出します。最終的には、合計4万本を地下300m以深の処分地に置く計
画です。しかし、⼈⼯バリアの安全性は実験段階であり、安定状態での仮説でしか

ありません。

• 北欧の地質条件は、楯状地である原⽣代の変成岩・深成岩であり、地震活動がほと
んど起こらない安定陸塊であるのに対し、⽇本列島は複数のプレートが収束する
⽕⼭・地震の活発な変動帯です。そのような地質条件の違いを無視して、北欧の地
層処分と同列に扱い、⼈⼯バリア技術で安全性が保障されるとみなすのは論外と⾔

わなければなりません。

• 核のゴミを地下300m以深に埋設する最終処分法は、プレート境界域である活発な
変動帯の地質条件を無視し、⼈⼯バリア技術を過信した法律であり、抜本的な⾒直

しが必要です。

• 科学的根拠に乏しい最終処分法は廃⽌し、地上での暫定保管を含む原発政策の⾒直

しを視野に、地層処分ありきの従来の政策を再検討すべきです。再検討にあたって
は、地球科学にたずさわる科学者、技術者、専⾨家の意⾒表明の機会を、⽇本学術
会議などと協⼒しながら⼗分に保障することが必要です。さらに、中⽴で開かれた
第三者機関を設置し、広く国⺠の声を集約して結論を導いていくことが重要だと考

えます。
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（全国声明「世界最大級の変動帯の日本に、地層処分の適地はない」（23年１０月３０日）より抜粋）



声明に関する「審議報告」（5月24日第4回地層処分技術WG資料）
（WGの最終的な審議結果のまとめ）
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• 見解１：10万年間の断層活動に耐えうる地層処分の多重バリアの安全性
に関する科学的な検証が確立されていない現段階では、暫定的な地上保
管をすべきである。

• 見解２：プレート運動による変動が終息した北欧とプレート衝突による
地震活動等の変動が発生する日本は地質構造が質的に異なる。北欧の事
例は参考にすべきではない。

報告案は「日本よりも隆起が速い地域を抱える北欧においても、処分地を選定し

てきた点は参考とすべきである」と説明している。しかし、スカンジナビア半島で

生じた急速な隆起やそれにともなう断層運動は、氷床の後退にともなうリバウンド

によるものであり、それが生じたのは、晩氷期から完新世にかけての比較的短い期

間に過ぎない。北欧は10億年以上前にプレート運動による火山や地震活動が終息し

た地域であり、だからこそ安定陸塊と呼ばれる。プレート衝突による地震活動等の

変動が活発に生じている変動帯の日本列島とは地盤の強度・安定性が全く異なる。

報告案では、北欧と日本列島のそのような地質構造上の決定的な違いを考慮せず、

同列に扱っていることに私たちは強い懸念を表明する。

「地層処分技術WG の審議報告に対する見解」
（抜粋 岡村・小野・赤井、24年6月10日）
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• プレートの衝突・沈み込み境界としての日本

• プレート内の北欧
5

（貝塚ほか 2001）



北欧は、先カンブリア代（約６億年以上前）にプレート境界の造山運動を
終えた安定大陸（楯状地・卓上地）
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（貝塚ほか 2001）



（Ju Wang, Liang Chen, Rui Su, Xingguang Zhao (2018) Journal of Rock Mechanics and 

Geotechnical Engineering）

安定大陸（陸塊）における地層処分の地質環境条件

地層処分場の岩盤は、4つの基本的条件を満たす必要がある。

１）天然バリアとしての岩盤は、廃棄物処分場の深さにおいて、

十分な広がりをもつ規模であること。（cf. 花崗岩、片麻岩）

２）岩盤は、安定な地質環境で存在し、規模の大きな断層から十

分な距離が保たれていること。

３）地震活動や地殻変動は、相対的に乏しいこと。

４）廃棄物を覆う岩盤上の地下水は、酸化状態が低いこと。
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北欧における地層処分の基準
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千木良雅弘（2023）高レベル放射性廃棄物処分
場の立地選定ー地質的不確実性の事前回避ー．近
未来社，168ｐ

千木良雅弘氏の見解
（元京都大学防災研究所、日本原
子力研究開発機構の深地層に関す
る検討委員会委員を歴任）

寿都の岩盤は、全域が強度や透水性など不均質であり、
天然バリアとしては不向き



タイプ 長さ・距離 避けるべき対象幅 (m)

長さ ≥ 10 km 

2 km ≦ 長さ ≦ 10 km 

100 m ≦ 長さ ≦ 3 km 

A 

B

C 

地層処分場の全域

処分場のトンネルと廃棄物の処分坑

廃棄物の処分坑

>100 m 

>100 m 

→地層処分場は、長さ100ｍ以上のいかなる断層も避けること

(Swedish Nuclear Fuel and Waste Management Co. (SKB) 1999)

オンカロサイト（Olkiluoto)の断層帯

断層帯

地層処分場トンネル

変成岩
（片麻岩）変成岩

（片麻岩）

花こう岩

断層帯

断層帯

地層処分に影
響を与える断
層 帯 （ 断 裂
帯）の分類

フィンランドの地層処分
場オンカロサイトの岩盤
適性度は、
0）断層の影響（大前提）
1）水理化学的特性
2）温度の影響
3）透水性
4）圧縮-引張強度比
5）岩盤健全性
を評価基準としている．

1.0 km
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参考文献；高レベル放射性廃棄物の地層処分における岩盤分類法に関する研究 
Yong YE, Liang CHEN, and Jian LIU,  Earth and Environmental Science, 861, 2021



フィンランド・スウェーデン・ドイツ・中国における地
層処分場は、長さ100ｍ以上のいかなる断層も避ける

Ju Wang, Liang Chen, Rui Su, Xingguang Zhao (2018) Journal of Rock Mechanics and Geotechnical 

Engineering．

日本と北欧との基準の違い（断層）
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寿都町文献調査報告書（案）より

※日本の基準は、活断層と１０km以上の断層のみ
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安定大陸の基準
に当てはめると、
寿 都 周 辺 の
100mを超える
断層は、こんな
にある。

寿都町文献調査報告書（案）に一部加筆



北海道寿都・神恵内の第四紀火山の認定
－高レベル放射性廃棄物の地層処分候補地の要件－

岡村 聡・相澤正隆・石崎俊一・石井 正之・菅原 誠

日本火山学会2024年度秋季大会（札幌）/202４.10.16

• 原発から出る高レベル放射性廃棄物の地層処分地選定は、北海道寿都
（すっつ）町と神恵内（かもえない）村において、第一段階の文献調
査が行われた。

• 「文献調査段階の評価の考え方」によれば、地層処分の要件の一つと
して、第四紀火山（約２５８万年前以降）を避けることになっており、
その活動中心から15 km以内を避ける必要がある。 

• 寿都町の場合、「磯谷溶岩」が第四紀火山とされているが、年代測定
データがないことから、選定の要件から除外された。

• この度、第四紀火山の可能性が指摘されている磯谷溶岩について、地
質調査とともに試料採取し、放射性元素を用いたK-Ar法による年代
測定を行った。

• その結果、磯谷溶岩は、新第三紀末～第四紀初期の活動年代を示すこ
とが明らかとなった。

• なお、本調査研究は、高木仁三郎市民科学基金からの助成を受けた。
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文献調査段階の評価の考え方（資源エネルギー庁2023年11月）

寿都町文献調査報告書（案） 説明書（噴火）
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マグマの破片が落下し堆積し
たことを示す溶岩片（スパ
ター） （写真；黒色の岩片
が不規則なアメーバー状の形
を示し、半固結の高温だった
ことを示す）＝火口近傍の堆
積物

0.5mm

2.70±0.6Ma（IS-02a1）
（Ma;百万年前）

玄武岩岩脈（マグマの通り道；ISY-07）
貫入方向 N30W56E, 幅2.6mの板状

メキシコのパリクティン山の様子
写真上；円錐形の火山体を形成。

手前に溶岩流が流出している。
写真下；1984年噴火の様子。粘

性の低いマグマの噴出で、火口付近
に高温の赤熱したマグマ片が落下し、
半固結状態で堆積する。

溶岩流

436.0m
ピーク

磯谷溶岩の調査結果の概要
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まとめ（磯谷溶岩）

磯谷溶岩の活動年代と産状の特徴
磯谷溶岩のK-Ar年代測定結果は，2.70±0.6Maを示し，

年代誤差を考慮すると新第三紀末（鮮新世末期）〜第四紀初
期（更新世初期）の活動年代である．

磯谷溶岩の産状は，粘性の低いマグマが、火口近傍で堆積
した溶岩片（スパター）を含む溶結火砕岩を含む．また、そ
の周辺にはマグマの噴出を示す岩脈が産する．

→溶結した噴出物をもたらした火口は、近隣に貫入する岩脈、
および噴出物の西方にある山頂部（436 m）周辺と考えら
れる．

⇒寿都町では、第四紀火山の可能性がある磯谷溶岩によって、
ほとんどの範囲が候補地から除外される．
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寿都町では、磯谷溶岩によっ
て、ほとんどの範囲が候補地
から除外される。
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磯谷溶岩の15ｋｍ範囲

千木良雅弘（2023）高レベル放射性廃棄物処分場の
立地選定ー地質的不確実性の事前回避ー．近未来社，
168ｐ
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